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発行： 吉川友子後援会   会長   上野昭久 

    幹事長  清水千恵子 

   事務局長 藤井恵 

た母の気持ち、まだまだ将来がある兄弟を送り出した姉や妹の気持ち、愛

する夫を送り出す気持ち、帰るか帰らないか分からない父を待つ娘・息子

の気持ち、私たち戦争を経験していない者にとって想像を超える状況で

あったと思います。そんな人たちの気持ちを考えると胸が締め付けられ

る思いにかられること、自分の子どもがいなくなるかもしれないと考え

るだけで、吐き気がすること、そんな気持ちからの反対の声なのだと思い

ます。いつか、私たちが今この時代にどんな行動をしたか問われる日が来

ると思うのです。 

■今まで、あまり政治に興味がなかった人たちが意見し行動し始めまし

た。それは、この法案が憲法に反しているかどうか、ということももちろ

んですが、そういった平面的なものだけでなく、もっともっと心の奥底に

ある想いなのです。感情論と言われるかもしれない。でも最終的にはそこ

なんです。殺し合いはしたくない、させたくない。外国へ行って、戦いの

場へ行って、殺される前に相手を殺しなさい、とは子どもには教えられま

せん。 

■平和とは与えられるものではありません、努力して保つものです。私た

ちがこの請願にある通り、安保法案の撤回を求める理由、それは言葉に表

せないもの、失うものの大きさを想像したときの胸を締め付けられるよ

うな思い、一度傷つけたらなかなか忘れないであろう相手の思い、そんな

思いからなのです。いくら慎重に審議を重ね、国民に一言一言丁寧に説明

したとしても、やはり戦争には行きたくない、行かせたくない。一人も戦

争による犠牲者を出したくない。 

■今まで私たちの親や祖父母、歴代政府が守り続けてきた平和を努力し

て保つために、私はこの請願第３号に賛成し、それを不採択とする総務文

教委員長報告に反対します。みなさんの周りにいるお子さんたちを想像

してみてください。どうかお願いです、その子たちを悲惨な戦争の被害

者、加害者にしないでください。（安保法案に関する反対討論） 

 

政府にこの意見書を出すべきだとした議員は８名、出す必要はないと言

った議員は１７名で、この陳情書提出は否決されましたが、「安保関連法

案は慎重審議すべきだ」という意見書を作成し、佐久市議会として政府に

提出しました。 

この会報を読んでみたいという人がご近所やご親戚やお友だち、周りの人におられましたら、ご連絡ください。お届けします。また、ご意見もいただければ、

うれしいです。 連絡先■上野昭久 0267-53-2543 吉川友子 0267-53-2300携帯 090-9003-8116 Ｅメール 2013tomoko@gmail.com 

 

  
孫崎享氏、元外務省国際情報局長。著書に「戦

後史の正体」などがある。 

 

亀井静香氏、衆議院議員。元建設大臣・運輸大臣 

 

浜
矩
子
氏
、
三
菱
総
合
研
究
所
経
済
調
査
部
長
を
経
て
、

現
在
は
同
志
社
大
学
教
授
。 

ＴＰＰも重大局面 
政府はＴＰＰ交渉を進めようとしています。しかし、

この協定が結ばれると、農産物の輸入が激増し、農家へ

の打撃が大きいだけでなく、輸入された農産物の安全性

も心配です。今まで禁止されていた食品添加物や遺伝子

組み換え食品が入ってきて、表示もできなくなる可能性

があります。医療では混合診療が認められ、保険が効か

ない治療が増えます。薬代も上がり、医療費負担が増え

るのです。そして、たとえば市町村が遺伝子組み換えの

農産物は作らないと条例で決めると、ＩＳＤ条項という

のがあって、訴えられるかもしれないのです。 

山田塾で勉強会や運動に参加 

私はこのＴＰＰの協定は国民を不幸にするものだと

考え、元農林水産大臣の山田正彦氏が主宰する山田塾に

月 1回通い、いろいろな講師の話をきいたり、ＴＰＰ反

対の集会に参加したりしてきました。山田塾では、ＴＰ

Ｐだけでなく、日本のこれからの経済や政治のあり方も

話し合われ、講師や各地から参加の塾生と議論を重ね、

さまざまな角度からの見方も勉強しています。（友子） 

木内みどり氏、女優・テレビラジオに出演。福島

事故以後、反原発を訴えている。ＴＰＰも反対 

安保関連法案に反対します 
（６月定例議会において、安保関連法案は廃止すべきだという意見書を

国会に出してほしい、という陳情がありました。総務文教委員会ではこ

れを否決するという提案を 6 月 30 日に本会議に出しましたが、吉川議

員は否決案に反対討論をしました。つまり、安保関連法案は廃止すべき

だという意見書を国会へ提出してほしいという討論です。以下、その全

文をここに載せます） 

 

■安全保障関連法案に関して、全国的には多くの若者や女性たちも行動

し始めました。そんな中で私は今日、安全保障関連法案に反対の立場、

今回の請願第３号を不採択とした委員会の採決に対して反対の立場で

討論したいと思います。 

■１０本の改正案を一括審議することが正しいのか正しくないのか、そ

もそもこの法案自体が違憲か違憲ではないか、といった議論はすでに委

員会でもなされていると察します。最近の世論調査では安全保障関連法

案自体に反対は５０％を超え、６５％以上は今国会で成立させる必要が

ないと言っています。憲法学者に聞いたアンケートによると１５１人中

１４４人が違憲、または違憲の疑いがあると言っています。憲法を人に

教える専門家の意見は重みがあり、参考にすべきですし、そして私たち

は議員として、世の中の国民の声、市民の声を代弁すべきだと考えます。

イラク自衛隊派兵差し止め訴訟では、名古屋高等裁判所が「イラクにお

いて行われている航空自衛隊の空輸活動は・・・憲法９条１項に違反す

る活動が含まれる」といった判決を下しました。 

■今回の法案が憲法を拡大解釈していると言わざるを得ません。軍備が

抑止力になる、という概念も耳にしますが、私は反対だと考えます。軍

備が整った瞬間に闘う準備ができたと思われるでしょう。それより、私

たちが普段から行っているような海外の姉妹都市、友好都市との市民レ

ベルでの交流、そういった国境を超えての人と人との関わり、それこそ

が平和への道、真の抑止力ではないでしょうか。 

■私は、なぜ多くの人たちが安全保障関連法案に反対しているか、とい

うことをお伝えしたいと思います。戦時中、息子たちを戦争に送り出し 



  

第
二
回
定
例
議
会
が
６
月
４
日
か
ら
６
月
３０
日

ま
で
開
催
さ
れ
、
吉
川
議
員
は
一
般
質
問
に
登
壇

し
ま
し
た
。 

性
犯
罪
予
防
と
し
て
の 

性
教
育
の
充
実
を
！ 

（
吉
川
）
長
野
県
の
子
ど
も
の
性
被
害
関
連
犯
罪

の
検
挙
人
員
は
全
国
を
大
き
く
上
回
る
状
況
で
増

加
し
、
平
成

２５
年
ま
で
の

１５
年
間
で
全
国
は

４１．３
％
の
増
加
率
に
対
し
て
、
長
野
県
は

２１３．３
％
で
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
被
害
者
は
も
ち
ろ
ん
、
加
害
者
も

増
や
さ
な
い
た
め
に
は
予
防
の
取
り
組
み
が
重
要

で
す
。
特
に
正
し
い
体
の
知
識
や
、
生
命
、
誕
生
と

い
っ
た
教
育
は
、
思
春
期
前
の
低
学
年
や
幼
児
期

か
ら
始
め
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
、
正
し
い
知
識
に

よ
り
自
分
の
体
を
大
切
に
し
、
自
己
肯
定
感
に
つ

な
が
り
ま
す
。
小
中
学
校
の
性
教
育
の
現
状
は
？ 

（
答
）
小
学
校
で
は
、
体
の
発
育
や
発
達
、
体
の
変

化
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
で

は
心
身
の
機
能
の
発
達
と
心
の
健
康
を
中
心
に
、

男
女
の
心
身
の
特
質
を
互
い
に
理
解
し
、
尊
重
す

る
心
情
、
感
染
症
の
予
防
な
ど
基
本
的
な
知
識
を

身
に
つ
け
る
学
習
を
し
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
平
成
２５
年
度
の
人
工
妊
娠
中
絶
総
数
は

1
8

6
,2

5
3

件
で
、
そ
の
う
ち1

9
,3

5
9

件
が
２

０
歳
未
満
で
し
た
。
長
野
県
も
人
工
妊
娠
中
絶
率

が
高
く
、
５
件
に
１
件
の
妊
娠
が
人
工
中
絶
さ
れ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
秋
田
県
で
は
１０
代

の
人
工
妊
娠
中
絶
率
が
全
国
平
均
よ
り
高
か
っ
た

た
め
、
徹
底
し
た
性
教
育
に
取
り
組
み
、
そ
の
結
果
、

全
国
平
均
を
下
回
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
佐

久
市
で
も
、「
ま
ち
の
保
健
室
」
や
「
動
く
保
健
室
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
外
部
の
人
材
を
活
用
す
る

予
定
は
あ
り
ま
す
か
。 

（
答
）
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
有
識
者
や
地
域
の
大

学
と
連
携
を
し
、
授
業
の
実
施
な
ど
検
討
し
て
い

き
た
い
。 

（
吉
川
）
佐
久
市
に
は
佐
久
大
学
が
あ
る
の
で
、
学

生
を
活
用
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
へ
の
相
談
内
容

と
し
て
、
性
へ
の
興
味
・
関
心
は
全
体
の
相
談
の

１０．４
％
、
性
行
動
に
つ
い
て
は
７．５
％
、
身
体
に
関
す

る
こ
と
６．４
％
と
な
り
、
合
わ
せ
る
と
２０
％
近
い
の

で
す
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
と
性
の
問
題
は
大
き
な
課

題
だ
と
考
え
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ラ
イ
ン
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
、
実
際
に
会
っ
た
こ
と

の
な
い
人
と
友
達
に
な
り
、
性
犯
罪
に
つ
な
が
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
。
市
と
し
て
の
今
後
の
対
応

は
？ 

（
答
）
社
会
情
勢
の
中
で
、
改
め
て
性
教
育
の
重
要

性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
野
県
教
育
委
員
会
で

は
「
性
に
関
す
る
指
導
の
手
引
」
を
１０
年
ぶ
り
に

改
訂
し
、
平
成
２６
年
に
各
学
校
に
配
布
し
ま
し
た
。

性
教
育
を
学
校
教
育
活
動
全
体
で
行
う
た
め
に
は
、

教
職
員
各
自
の
役
割
も
大
切
で
す
。 

ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の 

長
時
間
使
用
に
歯
止
め
を
！ 

（
吉
川
）
今
の
子
ど
も
た
ち
は
メ
デ
ィ
ア
に
触
れ

る
機
会
が
と
て
も
多
く
、
親
た
ち
の
間
で
は
、
ゲ
ー

ム
や
携
帯
を
使
い
す
ぎ
て
い
る
と
い
っ
た
悩
み
が

非
常
に
多
い
で
す
。
電
子
機
器
の
長
時
間
使
用
が

前
頭
葉
の
発
達
に
悪
影
響
が
あ
る
こ
と
は
証
明
済

み
で
す
。
前
頭
葉
は
意
欲
や
意
思
、
理
性
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
の
で
、
前
頭
葉
が
完
全
に
発
達
し
な

け
れ
ば
ガ
マ
ン
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
無
関
心

に
な
っ
た
り
、
キ
レ
や
す
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
専
門
家
の
方
た
ち
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
に
も
影
響
が
出
て
い
る
の
で
は
と
懸
念
し

て
い
ま
す
。
対
策
を
と
る
に
は
、
ま
ず
実
態
を
知
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
以
前
も

佐
久
市
議
会
で
提
案
さ
れ
て
い
ま
し
た
、
子
ど
も

と
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
実
態
調
査
は
、
そ
の
後
ど

の
よ
う
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

（
答
）
今
ま
で
は
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
メ
デ
ィ
ア
で
の
犯
罪
等
、
佐
久
市
全

体
の
実
態
を
知
る
必
要
性
を
強
く
認
識
し
、
市
内

全
小
中
学
校
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

（
吉
川
）
文
科
省
で
は
メ
デ
ィ
ア
使
用
時
間
と
学

力
テ
ス
ト
の
ク
ロ
ス
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
小
学

生
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
使
用
時
間
が
３０
分
未
満
の
児

童
と
４
時
間
以
上
の
児
童
の
平
均
正
解
率
の
差
は

大
き
く
て
１７．１
ポ
イ
ン
ト
、
中
学
生
で
は
１８．６
ポ
イ
ン

ト
で
し
た
。
ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
量

と
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
が
反
比
例
し
て
い
る
こ
と

は
注
視
す
べ
き
点
で
す
。
佐
久
市
の
傾
向
と
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？ 

（
答
）
全
国
的
な
傾
向
と
同
様
で
あ
り
、
電
子
メ
デ

ィ
ア
漬
け
に
な
っ
て
い
る
状
況
、
１
日
平
均
４
時

間
以
上
使
う
子
ど
も
と
１
時
間
以
内
の
子
ど
も
の

差
は
、
２０
～
３０
％
近
い
平
均
正
答
率
の
差
が
あ
り

ま
し
た
。 

（
吉
川
）
中
毒
性
も
問
題
で
す
。
子
ど
も
任
せ
で
は

な
か
な
か
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
の
が
実
態
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

（
答
）
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
は
小
３
か
ら
中
３
の

全
生
徒
で
す
。
質
問
は
１０
項
目
、
携
帯
電
話
所
持

の
有
無
等
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接

続
方
法
や
接
続
先
に
つ
い
て
、
平
日
休
日
の
電
子

メ
デ
ィ
ア
接
触
時
間
に
つ
い
て
、
ネ
ッ
ト
依
存
傾

向
に
つ
い
て
、
家
の
人
と
の
約
束
に
つ
い
て
な
ど
、

す
べ
て
選
択
式
。
各
校
５
月
中
の
実
施
を
依
頼
し
、

現
在
３
分
の
２
の
学
校
か
ら
回
収
し
て
い
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
、
ネ
ッ
ト

い
じ
め
、
ネ
ッ
ト
依
存
に
よ
る
生
活
の
乱
れ
、
学
力

の
影
響
等
の
各
種
弊
害
を
防
ぐ
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
小
型
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
の
適
切
な
使
用
に
つ
い
て
の
教
育
に
な

お
一
層
の
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

気
に
な
る
こ
と
は
、
小
学
校
で
は
多
い
児
童
で
平

日
５
時
間
を
超
え
る
、
休
日
１０
時
間
を
超
え
る
児

童
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
学
校
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
方
法
は
動
画
サ
イ
ト
が
一
番
多

く
、
接
触
時
間
は
平
日
５
時
間
超
え
、
休
日
10
時

間
超
え
の
生
徒
の
割
合
が
小
学
校
よ
り
多
い
こ
と

で
す
。 

（
教
育
長
）
単
に
テ
ス
ト
な
ど
で
は
な
く
、
人
格
形

成
に
重
大
な
影
響
が
出
て
く
る
と
言
う
と
こ
ろ
で

危
惧
さ
れ
る
点
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
と
い
う
発
信
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

（
吉
川
）
児
童
生
徒
の
み
で
な
く
、
保
護
者
が
現
状

を
知
り
、
危
険
性
を
知
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
こ
の

問
題
は
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ

る
の
で
、
佐
久
市
で
も
継
続
的
に
啓
発
な
ど
に
て

取
り
組
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

移
住
促
進
に
も
つ
な
が
る 

信
州
型
自
然
保
育
の
認
定
を 

（
吉
川
）
長
野
県
の
子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定
感

が
、
小
学
生
の
時
は
６
割
程
度
だ
っ
た
も
の
が
、
中

学
生
に
な
る
と
５
割
を
切
っ
て
し
ま
い
、
高
校
生

に
な
る
と
３
割
に
な
る
そ
う
で
す
。
森
の
よ
う
ち

え
ん
な
ど
、
県
内
で
自
然
保
育
を
実
施
し
て
い
る

園
を
い
く
つ
か
訪
問
し
て
み
る
と
、
子
ど
も
た
ち

が
本
当
に
生
き
生
き
と
し
て
い
て
、
満
た
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
、
こ
の
よ
う
な
体
験
が
自
己
肯
定
感

に
も
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。
前
頭
葉
の
発
達

に
も
、
五
感
を
使
っ
て
の
自
然
体
験
保
育
が
重
要

な
こ
と
も
脳
科
学
の
分
野
で
は
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
野
県
で
は
、
１
年
間
の
検
討
委
員
会
の
議
論
を

経
て
、
信
州
型
自
然
保
育
制
度
が
で
き
ま
し
た
が
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
子
ど
も
が
ま
ん
な
か
、
し
あ

わ
せ
信
州
」
と
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
財
産
で
あ
る

自
然
を
使
い
、
私
た
ち
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
の
び
の
び
と
自
主
性
の
あ
る
、
豊
か
な
心
の
子

に
育
て
る
、
ま
さ
に
私
た
ち
親
が
求
め
て
い
る
も

の
で
す
。
こ
の
認
定
制
度
に
は
特
化
型
と
普
及
型

の
２
つ
の
区
分
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
化
型

は
週
に
１５
時
間
以
上
の
屋
外
を
中
心
と
し
た
体
験

活
動
が
求
め
ら
れ
、
森
の
よ
う
ち
え
ん
の
よ
う
に

す
で
に
実
施
し
て
い
る
園
が
受
け
ら
れ
る
認
定
で

す
が
、
も
う
一
つ
の
普
及
型
は
週
に
５
時
間
以
上

の
体
験
活
動
で
す
。
佐
久
市
の
公
立
保
育
園
で
も

こ
の
信
州
型
自
然
保
育
認
定
を
受
け
る
予
定
は
あ

り
ま
す
か
？ 

（
答
）
市
内
２８
の
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

き
た
保
育
活
動
か
ら
判
断
し
ま
す
と
、
現
状
に
お

き
ま
し
て
、
ほ
ぼ
普
及
型
に
該
当
し
ま
す
。
順
次
認

定
取
得
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
森
の
よ
う
ち
え
ん
の
よ
う
な
自
然
保
育

を
求
め
て
都
会
か
ら
移
住
し
て
く
る
家
族
も
少
な

く
な
い
の
で
す
。
実
際
、
軽
井
沢
の
森
の
よ
う
ち
え

ん
で
は
３
分
の
２
は
移
住
者
、
多
く
の
園
児
の
お

父
さ
ん
は
関
東
方
面
へ
通
勤
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

２
月
に
「
銀
座
な
が
の
」
で
行
っ
た
森
の
よ
う
ち
え

ん
セ
ミ
ナ
ー
で
は
３０
人
以
上
の
保
育
士
や
保
護
者
、

学
生
が
参
加
し
た
そ
う
で
す
が
、
保
護
者
は
も
ち

ろ
ん
、
東
京
付
近
の
保
育
士
が
、
自
然
保
育
へ
の
転

職
を
考
え
て
参
加
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
佐
久
市

の
よ
う
に
、
長
野
県
の
入
り
口
に
位
置
し
て
い
て
、

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
自
治
体
に
と
っ
て
、

市
の
公
立
保
育
園
が
自
然
保
育
を
実
施
し
て
い
る

と
な
る
と
、
子
育
て
中
の
親
に
と
っ
て
は
、
大
き
な

魅
力
に
な
り
ま
す
。 

県
の
認
定
制
度
は
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
、
県
の
担
当
の
方
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
自
然
保
育

と
い
う
子
ど
も
に
と
っ
て
い
い
こ
と
を
推
奨
で
き

る
、
そ
し
て
長
野
県
の
自
然
を
求
め
て
移
住
し
て

く
る
人
の
移
住
促
進
に
も
な
る
、
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
す
で
に
自
然
保
育
を
行
っ
て
い
る
森
の
よ

う
ち
え
ん
と
し
て
は
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
か
、
森
の
よ
う
ち
え
ん
ス
タ
ッ
フ
に

聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
自
分
た
ち
が
子
ど
も
の
た

め
に
い
い
と
思
っ
て
や
っ
て
き
た
こ
と
が
広
め
ら

れ
る
、
そ
し
て
保
育
園
や
幼
稚
園
、
認
可
、
無
認
可
、

幼
児
教
育
に
関
わ
る
人
た
ち
み
ん
な
が
連
携
で
き

る
よ
う
に
な
る
、
す
べ
て
は
子
ど
も
の
た
め
で
す
、

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
「
子
ど
も
が

ま
ん
な
か
」
で
す
。
私
た
ち
が
目
指
す
社
会
は
、
こ

の
よ
う
に
み
ん
な
が
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
社
会
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
佐
久

市
で
は
ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
て
き
て
よ

か
っ
た
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
産
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
え
る
よ
う
な
自
治
体
を
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

第
二
回
定
例
議
会
で
一
般
質
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